
・ 盛土の安定解析につきましては、公的専門研究機関等である岐阜大学に解析結

果に対する意見書の作成を依頼し、有識者による委員会形式（通称：高盛土委員

会）で審議、基準を満足することが確認され、令和5年11月に最終的な安定計算の

結果を町にご回答しました。（JR東海との協議事項（R5.11）資料より）

・ 第4回フォーラム「具体的な盛土設計」において、当社からご説明した資料は、高盛

土委員会で審議、了承を得た資料を基に作成しました。

・ 高盛土委員会で検討、審議された内容について、次ページ以降に示します。

JR東海との協議事項（R5.11）資料より 1

公的専門研究機関等による盛土の安定解析結果の照査
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・ 高盛土委員会は候補地Ａと候補地Ｂ、それぞれで開催され、時期と検討、審議内

容は下記のとおりです。

・ 委員会で了承を得た結果とフォーラムでのご説明内容を次ページ以降に示します。

○候補地Ａ

高盛土委員会の開催概要

時期 委員会での検討、審議内容

R3.2 地表踏査の結果、地質調査（ボーリング調査等）の計画

R3.9 地質調査の結果、安定検討モデルの計画

R4.5 安定検討の結果、より施工性を配慮したモデルの計画

R5.4 安定検討の結果、設計・施工上の留意点（意見書に反映）

○候補地Ｂ

時期 委員会での検討、審議内容

R4.1 地表踏査の結果、地質調査（ボーリング調査等）の計画

R4.10 地質調査の結果、安定検討モデルの計画

R5.2 安定検討の結果、設計・施工上の留意点（意見書に反映）

※意見書はR5.5に受領

※意見書はR5.6に受領
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高盛土委員会での検討、審議内容（候補地Ａ：地表踏査の結果）
・ 候補地Ａにおける地表踏査結果は、委員による現地調査も実施したうえで、下記

のとおり了承されました。

候補地Ａ：高盛土委員会資料より



高盛土委員会での検討、審議内容（候補地Ｂ：地表踏査の結果）
・ 候補地Ｂにおける地表踏査結果は、委員による現地調査も実施したうえで、下記

のとおり了承されました。

候補地Ｂ：高盛土委員会資料より4
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フォーラムにおける説明（候補地ＡとＢ：地表踏査の結果）

第4回フォーラム JR説明資料より

・ 高盛土委員会で審議された資料を用い、フォーラムにおいては下記のとおりご説

明しました。



6

高盛土委員会での検討、審議内容（候補地Ａ：地質調査の計画）
・ 候補地Ａにおける地質調査（ボーリング調査や表面波探査等）の計画は、下記の

とおり了承されました。

候補地Ａ：高盛土委員会資料より
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高盛土委員会での検討、審議内容（候補地Ｂ：地質調査の計画）
・ 候補地Ｂにおける地質調査（ボーリング調査や表面波探査等）の計画は、下記の

とおり了承されました。

※ 当初計画からのり面位置を変更したため、追加ボーリングを行いました（B-4-1,B-4-2）

候補地Ｂ：高盛土委員会資料より
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フォーラムにおける説明（候補地ＡとＢ：地質調査の計画）

第4回フォーラム JR説明資料より

・ 高盛土委員会で審議された資料を用い、フォーラムにおいては下記のとおりご説

明しました。 ※ 追加実施したボーリングのうち、のり面下端のボーリング（B-4-2）を記載しました。
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高盛土委員会での検討、審議内容（候補地ＡとＢ：安定検討の計画）

候補地ＡとＢ：高盛土委員会資料より

・ 候補地Ａと候補地Ｂともに安定解析の方法については、安定計算式や常時と地震

時の条件等が検討され、下記のとおり了承されました。
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フォーラムにおける説明（候補地ＡとＢ：安定検討の計画）

盛土の安定計算の考え方
・盛土高さが15mを超える各のり面において安定計算を行い、公的専門研究機関等
による照査を実施し、盛土の安定性を確認します。

・安定計算では、地山や盛土材料の性質、計画するのり面の勾配等が設計条件です。
盛土は、すべり面の安全率※が「常時で安全率＞1.5」、「地震時で安全率＞1.0」を
満足する形状を検討しました。

・地震動は、宅地防災マニュアルを参考に、「発生確率は低いが直下型又は海溝型
巨大地震に起因する地震動（設計水平震度：0.25、震度6～7程度の地震）」 を想定
して計算を行いました。

候補地Ａ 安定計算のイメージ

※安全率：土が滑ろうとする力と土が滑りに抵抗する力の比
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第4回フォーラム JR説明資料より

・ 高盛土委員会で審議された資料を用い、フォーラムにおいては下記のとおりご説

明しました。



・ 候補地Ａの安定計算を行う断面を検討しました。安定検討の結果は、下記のとおり

了承されました。（ 代表断面(F-F’)の結果を示します。）

11

高盛土委員会での検討、審議内容（候補地Ａ：安定検討の結果）

候補地Ａ：高盛土委員会資料より



候補地Ａ：高盛土委員会資料より 12

・ 候補地Ａの安定計算を行う断面を検討しました。安定検討の結果は、下記のとおり

了承されました。（ 代表断面(F-F’)の結果を示します。）

高盛土委員会での検討、審議内容（候補地Ａ：安定検討の結果）
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○中心：(x,y)＝(333.0,324.0)
半径：r＝49.0 m

・地震時最小安全率：Fs＝1.036
照査安全率 1.000≦最小安全率→OK
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照査安全率 1.000≦最小安全率→OK

○中心：(x,y)＝(301.0,483.0)
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半径：r＝76.0 m
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・常時最小安全率：Fs＝1.896
照査安全率 1.500≦最小安全率→OK
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フォーラムにおける説明（候補地Ａ：安定検討の結果）
・ 高盛土委員会で審議された資料を用い、R５.１１に御嵩町に対して、下記のとおり

ご回答しました。 ※ フォーラムではF-F’断面を③－③’断面と言い換えました。



候補地Ｂ：高盛土委員会資料より 14

高盛土委員会での検討、審議内容（候補地Ｂ：安定検討の結果）
・ 候補地Ｂの安定計算を行う断面を検討しました。安定検討の結果は、下記のとおり

了承されました。（ 代表断面(B-B’)の結果を示します。）



15候補地Ｂ：高盛土委員会資料より

高盛土委員会での検討、審議内容（候補地Ｂ：安定検討の結果）
・ 候補地Ｂの安定計算を行う断面を検討しました。安定検討の結果は、下記のとおり

了承されました。（ 代表断面(B-B’)の結果を示します。）
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フォーラムにおける説明（候補地Ｂ：安定検討の結果）
・高盛土委員会で審議された資料を用い、R５.１１に御嵩町に対して、下記のとおり

ご回答しました。 ※ フォーラムではB-B’断面をⅡ－Ⅱ’断面と言い換えました。
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・ 高盛土委員会での審議を経て、下記のとおり意見書を受領し、盛土の安定解析結
果が、基準を満足することが確認できました。

・ 意見書にある設計ならびに施工時の配慮事項については、工事計画として確実に
実施してまいります。

高盛土委員会の意見書（候補地Ａ、候補地Ｂ）

候補地Ｂの意見書候補地Ａの意見書


